
平成２９年３月 

地質・土質調査業務共通仕様書の改定の概要について 

◎適用日：平成２９年４月１日以降の執行伺い決裁分 

（単価適用日が平成２９年４月１日以降のもの） 

◎主な改定概要 

１．「第１章 総則」について 

  ・主任技術者に資格要件（技術士，ＲＣＣＭ，地質調査技士）を追加 

・照査の実施を追加 

２．「第２章 機械ボーリング」について 

・土質の分類を「土木工事共通仕様書」から「ＪＳＧ００５１（地盤材料の工学的分類方法）」

へ修正（ＪＳＧは地盤工学会基準で，この分類における中小分類が共通仕様書の分類とほぼ

同一）  

・オールコアボーリングとノンコアボーリングの区分を追加 

・ボーリング柱状図は，「ボーリング柱状図作成及びボーリングコア取扱い・保管要領（案）」

に従い作成する。 

・オーガ-ボーリングの記載を削除 

３．「第３章 サンプリング」について 

  ・採取方法等の仕様を，ＪＳＧ（地盤工学会基準）によると変更 

４．「第４章 サウンディング」について 

・試験結果等は，「ボーリング柱状図作成及びボーリングコア取扱い・保管要領（案）」に従い

作成する。 

・「第５節 簡易動的コーン貫入試験」の追加 

５．「５章 原位置試験」について 

・「第２節 地盤の平板載荷試験」の追加 

・「第３節 現場密度測定（砂置換法）」の追加 

・「第４節 現場密度測定（ＲＩ法）」の追加 

・「第５節 現場透水試験」の追加 

・「第６節 ルジオン試験」の追加 

・「第７節 速度検層」の追加 

・「第８節 電気検層」の追加 

６．「解析等調査業務」について 

  ・目的等の追加 

７．「第７章 軟弱地盤技術解析」の追加 

８．「第８章 物理探査」について 

  ・「第２節 電気探査（比抵抗二次元探査）」の追加 

９．「第９章 地すべり調査」の追加 

10．「第 10 章 地形・地表地質踏査」について 

  ・構成の変更 


